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婚姻費用分担請求書
〒_____-_____
住所　________________________________________
氏名　________________________　殿
令和___年___月___日
〒_____-_____
住所　________________________________________
氏名　________________________　㊞
　私と貴殿は、現在も法律上の夫婦でありますが、令和___年___月___日より別居しております。
　民法第760条は、夫婦が婚姻から生じる費用を分担する義務を定めており、別居中であっても、収入の多い側が少ない側に対し婚姻費用を分担する義務があります。
　つきましては、貴殿に対し、婚姻費用として、令和___年___月分から離婚成立または同居再開までの期間、毎月____日限り、月額金____________円を、下記口座へお振込みいただきますよう請求いたします。
　期間内にお支払いまたは協議に応じていただけない場合は、家庭裁判所に対し婚姻費用分担請求調停を申し立てる予定です。
【記入例】 別居開始日：2026年4月1日。月額12万円を毎月25日までに振込希望。算定表による標準額。
記
銀行名：________________________
支店名：________________________
預金種別：（普通／当座）
口座番号：________________________
口座名義：________________________
以　上
【利用上の注意】
1. 婚姻費用は、別居中の生活費・子の養育費を含む包括的な金額です。離婚後の養育費とは異なります（婚費>養育費が一般的）。
2. 金額は「家庭裁判所の婚姻費用算定表」（裁判所HPで公開）が基準です。年収・子の人数・年齢で目安が決まります。
3. 内容証明で請求した日が、後の調停・審判で「いつから請求していたか」の重要な証拠になります。早めの送付が重要。
4. 相手が応じない場合、家庭裁判所の婚姻費用分担請求調停を申し立て可能です（相手の住所地を管轄する家庭裁判所）。
5. 不貞や暴力で別居した側からの請求は減額・否認の可能性あり。事情によっては弁護士相談を。
— 提供：rikonportal.com —
※本テンプレートは一般的な記載例です。重要な合意は弁護士のチェックと公正証書化を推奨します。
